
 

２） キャンペーン「メルマガ会員 サラダ購入で 100Ｐプレゼント」 

 

キャンペーンの訴求内容 

 ３）キャンペーンメルマガ例（11月配信分） 

 

メルマガ配信例 

（４）店頭告知報告 

 サラダ等の野菜かい合わせ促進 

１） 食卓クーポンを活用した告知 

  ごはんを使用した商品紹介とし、「日本型食生活のススメ」マークを刷り込んだ。350

万部発行。※6月 23日（火）～29日（月）実施 



 

 
食卓クーポン例 

２） 店内放送を活用した告知 

 食卓クーポン展開期間中、日本型食生活をテーマにしたローソンの商品紹介を店内放

送（40秒 CM）で放送。 

 

店内放送概要 

第３章 アンケート結果 

 本事業の参加者に対し、実施計画書に立てた効果測定を下記のとおり行い、その結果は

次のとおり。 

（１） イベント参加者対象 

１） 属性 

全体の参加者に対し、女性が約 7割を占め、本事業の対象とする者で構成されている。 

 

  全体に対し、最も多い上位３位が～19歳ならびに 30～34歳、35～39歳となっている



 

ため、ハッピーローソンを活用する年齢層であることから、この結果は想定される構成

と思われる。 

 
２） 設問 

① 問１ 

  本事業にて対象者に伝えたい項目を列挙し、「初めて知ったこと」を聞いてみたが、

一般的に日常では聞きなれない言葉（施策等では当たり前の言葉）に対し、聞きなれて

いない（浸透していない）ことがわかる。本事業で初めて知らしめることができたこと

は成果であるが（「日本型食生活」の認知度が 44.5％であるというと）、これを日常、ど

のように意識し生活していくかは、課題である。 

 

 

 

  

 

 

 また、その他の回答については、対象者の多くを女性が占めることからか、脂質に関

すること（脂質の蓄積など）に興味関心があったように思われる。したがって、問１の

設問をいかに興味関心がある事項に結びつけ提案するかが、普及および食生活改善の鍵

となると思われる。 

② 問２ 

「理解できた」「概ね理解できた」が全体の 95％を占めているため、本取組の訴求方

法は適格だったことが言える。 

 



 

 

③ 問３ 

「日本型食生活を実践しているか」については、今回の参加者については初めて知っ

た割合が多いにもかかわらず、日頃、自然とそれに近い食生活を送っていることがわ

かる。本取組により、その食生活が「日本型食生活」と気づかせ、理解させたこと

は、成果として非常に大きいと思われる。 

 

④ 問４ 

  「「日本型食生活」を実践したと思いますか」については、ほぼ全員が「実践しよう

と思う」もしくは「できるだけ実践しようと思う」と回答している。したがって、本

取組に参加することによって、このように意識を変えられたことは、成果として非常

に大きいと思われる。 

 

⑤ 問５ 

「どれくらいの頻度で朝食を食べますか」については、全体の約 7割が毎日朝食を食

べていることから、本取組に参加している対象者は「朝食の欠食」の課題はあまり見

受けられない（週に 5回を含めると、全体の約 8割となる）。 

 

 



 

⑥ 問６ 

「明日の朝から朝食を食べようと思いますか」については、全体の約 95%が「食べよ

うと思う」「できるだけ食べようと思う」と回答。問５の回答と併せて見てみると、

実践していない者の約 25％が本取組にて「食べようと思う」「できるだけ食べようと

思う」と意識を変えたことが言え、成果として非常に大きいと思われる。 

 
⑦ 問７ 

  「食事バランスガイドを理解できたか」については、「理解できた」「概ね理解でき

た」が全体の約 95％と、参加者のほとんどが理解できたという結果となっており、取

組内での説明が良かったと評価できるのではないだろうか。 

 

⑧ 問８ 

「野菜を摂取している頻度」については、必ず１日に１回は食べていると回答してい

る者が全体の約 60％を占めており、2～3日に１回は食べるを含めると、全体の約

90％を占めることがわかる。本取組の参加者の野菜摂取に関する意識と行動は、望ま

しいものと思われる。 

 

⑨ 問９ 

「明日から今以上に野菜を食べようと思いますか」については、全体の約 97％が「食

べるようにしようと思う」「できるだけ食べるようにしようと思う」と回答している

ことから、「野菜を摂取する頻度」結果とつなげて考えると、本取組で野菜の摂取に

関する意識が上向きになったことが言えるだろう。 



 

 

⑩ 問１０ 

  「本日のような食育イベントに、また参加したいと思いますか」については、全体の

約 9割が参加したいと回答していることから、本取組に対する満足度は高かったと思

われる。 

 

 

（２） 収穫体験参加者対象設問 

 抽選で当選した参加者を対象に事前事後のアンケートを実施。その結果を下記に記載す

る。 

１）問１（事前） 

 参加者の約 70％が今回のような収穫体験に参加したことがないといった回答になってい

ることから、農林漁業に多くの者を触れていただく機会になったと言えるだろう。 

 

 ２）問２（事前） 

  「日本型食生活」の認知度については、「知っている」「聞いたことがある」の合計が

全体の 50％となっており、想定している割合より高いようであった。事後の際にはこの

割合がどれだけ高まるかが期待される。 



 

 

 ３）問３（事前） 

  問２で「知っている」と回答した者の実践度をみてみると、頻度に差はあるものの、

すでに全員、実践しているという結果になっている。毎日 3食のうち、１回以上実践し

ていることは、非常に望ましい食生活を送っているといえるだろう。 

 

 ４）問４（事前） 

  野菜やキノコ類の摂取量について、全体の 70％が毎日、摂取していることがわかるこ

とから、日々の食生活で野菜を意識的に考え、行動していることがわかる。ただ、週に

１回摂取する割合は非常に低いにも関わらず、全体の 20％も占めることから、本取組で

意識と行動が変わることが期待される。 

 




